
平成３０年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

１．プレ企画　「森山大道『ヴィンテージ』展」
　　４月11～22日　Café & Gallery 茶廊法邑(札幌市東区)
２．企画展Ⅰ「浜口タカシ・百々俊二・中藤毅彦写真展」
　　７月４～15日　Café & Gallery 茶廊法邑
３．企画展Ⅱ「写真集の今昔」展
　　７月６～８日　コンチネンタルギャラリー(札幌市中央区)
４．企画展Ⅲ「ＷＡＹＡ（わいわいがやがや）展」
　　７月３～８日　札幌資料館ミニギャラリー(札幌市中央区)
５．ポートフォリオレビュー　７月７～８日　コンチネンタルギャラリー
６．フォーラム「北海道を撮る意味　Part 1」　７月８日　コンチネンタルギャラリー
７．ワークショップ　６月３日、７月７日　ソニーショップ(札幌市中央区)

事 業 名 ＨＯＫＫＡＩＤＯ ＰＨＯＴＯ ＦＥＳＴＡ ２０１８

主 催 者
ＨＯＫＫＡＩＤＯ ＰＨＯＴＯ ＦＥＳＴＡ 実行委員会
実行委員長　大橋　英児

事業分野／事業タイプ 文化／催事・招へい
平成30年4月11日～7月15日
札幌市



平成３０年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

〇能楽事業　仙台藩縁の能楽演目「摺上」上演
　日時：7月22日（日）　会場：だて歴史の杜カルチャーセンター　大ホール(伊達市)
〇ワークショップ　日時：7月21日(月)　会場：曹洞宗大雄寺
　内容：市民公募で集まった方に能楽について間近で解説しながら、舞を演じる
〇市民講座：能楽「摺上」を楽しんでミヨー全５回
　日時： 4月23日(月)、5月4日(金)、5月14日(月)、6月4日(月)、7月9日(月)
　会場：だて歴史の杜カルチャーセンター　和室、迎賓館
　内容：市民公募で集まった方に能楽と関連する歴史背景について解説員を迎えてお話

事 業 名 伊達能「摺上」上演事業

主 催 者
伊達能「摺上」実行委員会
会長　太田　和実

事業分野／事業タイプ 文化／催事
平成30年4月1日～8月31日
伊達市
だて歴史の杜カルチャーセンター



平成３０年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

〇2018電動模型航空機世界選手権
　期間：7月21(土)～27日(金)
　場所：たきかわスカイパーク(滝川市)
　大会参加10か国　選手40人
１．世界選手権競技説明ブースの展開
２．フードコートの展開および選手・スタッフへの昼食提供
３．通訳の配置と観光情報の提供
４．医者・看護師の配置と消防署による救急即応体制の構築
５．海外選手夫人おもてなしプログラムの展開　①華道　②茶道
６．表彰式賞品/副賞の用意　①滝川市長杯　②FAI世界選手権本選
７．広報活動　①札幌チカホでのPRイベントの展開　②ポスター・チラシの配布
　　　　　　　③報道各社へのPR活動　④地元FM局による公開生放送
〇北海道スカイスポーツフェア　7月29日(日)　場所：たきかわスカイパーク(滝川市)
１．来場者向けプログラム
　①キッズプログラム　②飛行展示　③地上展示　④体験飛行　⑤お楽しみ抽選会
２．グルメコーナーの展開（15店出店）
３．救急体制の整備　医者および消防車の配置
４．広報活動　チラシの配布（45000部）

事 業 名 電動模型航空機世界選手権滝川大会支援及び関連事業

主 催 者
公益社団法人 滝川スカイスポーツ振興協会
会長　中島　健

事業分野／事業タイプ
教育･文化･スポーツ

／催事

平成30年7月1～31日
滝川市
たきかわスカイパーク



平成３０年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

○ＰＭＦ2018オープニング・コンサート
　７月７日(土)　開演13:00（入場者数3300人）　※無料コンサート
　場所：札幌芸術の森･野外ステージ（札幌市南区）
　出演
　　ＰＭＦウィーン、ＰＭＦベルリン、ＰＭＦオーケストラ、原田慶太楼（指揮）
　演奏曲目
　　バーンスタイン「ウエストサイド・ストーリー」序曲ほか

○ピクニックコンサート<レナード・バーンスタイン・メモリアル・コンサート>
　７月28日(土)　開演13:00（入場者数8900人）　※芝生席は25歳以下無料
　場所：札幌芸術の森･野外ステージ（札幌市南区）
　出演・指揮
　　ダニエル・マツカワ、野村聡、中島史紀、ワレリー・ゲルギエフ
　演奏
　　札幌市伏見中学校吹奏楽部、ＰＭＦオーケストラ・メンバー、佐久間晃子、
　　安楽真理子、ＰＭＦアメリカ・メンバー、岩渕慶子ほか
　演奏曲目
　　マーラー「交響曲第７番　ホ短調」

実 施 内 容

 公益財団法人パシフィック･ミュージック･フェスティバル組織委員会
 理事長　秋元　克広

平成30年7月7日～8月1日
札幌市
札幌芸術の森･野外ステージ

事 業 名
 パシフィック・ミュージック・フェスティバル(ＰＭＦ)2018
 野外コンサート事業

主 催 者

事業分野／事業タイプ
教育･文化･国際交流

／催事･招へい



平成３０年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

　日程：８月３日(金)仕込み・搬入　４日(土)ゲネ　　５日(日)公演　開演14:00
　場所：札幌市教育文化会館　大ホール（札幌市中央区）
　指揮：杉原直基　演出：三浦安浩　合唱：L.C.Acoro
　バレエ：桝谷博子バレエスタジオ　管弦楽：オーケストラHARUKA
　コンサートミストレス：大平まゆみ（客演）
　キャスト：L.C.A会員　（客演）大塚博章、岡本敦司、上本訓久
　　　　　　　　　　　 （賛助）倉本絵里、大野浩司

事 業 名 ＬＣアルモーニカ　15周年記念オペラ事業「ホフマン物語」

主 催 者
ＬＣアルモーニカ
代表　南出　薫

事業分野／事業タイプ 文化／催事・招へい
平成30年4月1日～10月15日
札幌市
札幌市教育文化会館

オッフェンバック作曲　オペラ「ホフマン物語」
＜全５幕版　字幕付原語(フランス語)上演＞



平成３０年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

〇「北海道150年・森鴎外帰朝130周年記念シンポジウム　日独交流の原点」
　開催日時：8月4日(土)　場所：京王プラザホテル札幌
　標記シンポジウムは、冒頭にドイツ連邦共和国クラウス・フィーツェ主席公使から
あいさつがあり、続いて下記が展開された。
(１）第１部「若者の日独交流」9:30～12:30
　①「ドイツという国」　ブリンクマン氏(札幌市交流員)
　②「日独若者交流の歴史」　橋本孝氏(宇都宮大名誉教授)
　③「ドイツで学びましょう」　森千里氏(千葉大教授)
　④「ドイツの学生気質」　大平由美子氏(元ベルリン芸大講師)
(２）第２部「帰朝130周年記念　森鴎外とその周辺」14:00～16:30
　①「森鴎外の生い立ちとドイツ留学」　鈴木重統(北大医短大部名誉教授)
　②「森鴎外とドイツ文学」　橋本孝氏
　③「東北・北海道と森鴎外」　松木明知氏(弘前大名誉教授)
　④「曾孫が語る医学者鴎外が見た100年後の日本」森千里氏

事 業 名
全国日独協会連合会設立30周年・森鴎外帰朝130周年
記念シンポジウム　日独交流の原点を考える

主 催 者
北海道日独協会
会長　鈴木　重統

事業分野／事業タイプ
教育･文化･国際交流

／催事･招へい

平成30年5月10日～8月31日
札幌市
京王プラザホテル札幌



平成３０年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

〇やまびこ座30周年記念札幌国際人形劇フェスティバル
１．「クリサシュ」～ハーメルンの笛吹き男より～　７月31日実施
　小樽出身でチェコの専門劇団である沢則行氏による人形劇公演
　来場者：306人（有料236人、無料6人、招待64人）
２．「かぐや姫」　８月１、２日実施
　ポーランドの専門劇団であるテアトル・マスカによる人形劇公演
　来場者：209人（有料138人、無料23人、招待48人）
３．「やまびこ座開館30周年記念セレモニー」　８月６日実施
　第１部　開館30周年記念式典：
　　　　　札幌市担当部局や関係の深い劇団を招き、30周年を祝う。来場者197人
　第２部　お祝い公演：
　　　　　アマチュア人形劇団や育成事業参加者の中高生などによる連続公演を実施
　　　　　来場者197人

事 業 名 やまびこ座30周年記念札幌国際人形劇フェスティバル

主 催 者
公益財団法人 さっぽろ青少年女性活動協会
理事長　野崎　清史

事業分野／事業タイプ
教育･文化･国際交流

／催事･招へい

平成30年7月1日～8月31日
札幌市
札幌市こどもの劇場やまびこ座

場所：札幌市こどもの劇場やまびこ座(札幌市東区)



平成３０年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

〇総練習　８月16、17日：札幌市民交流プラザ
　　　　　　　　　18日：札幌市教育文化会館（札幌市中央区）

〇本　番　８月19日　札幌市教育文化会館　大ホール
　管弦楽：ハイメスオーケストラ　指揮：新田ユリ氏
　コンサートマスター：井上澄子氏（札幌交響楽団）
　プログラム：
　・南聡「ファンファーレ風序曲」
　　流祖　中尾都山「夕月」（尺八・後藤双山、阿部瀞山）
　・モーツァルト 歌劇「フィガロの結婚」より
　　二重唱「ひどいぞ、どうして今まで私をじらしたんだ」
　　（ソプラノ・針生美智子、バリトン・則竹正人）
　・ヨハン･シュトラウス 喜歌劇「こうもり」より
　　“公爵様、あなたのようなお方は”（針生美智子）
　・ビゼー 歌劇「カルメン」より“闘牛士の歌”（則竹正人）/
　　サン＝サーンス「動物の謝肉祭」（ピアノ・浅井智子、大川直美）
　・R.シュトラウス「祝典行進曲 変ホ長調 作品1TrV43」
　・シベリウス 交響曲第５番 変ホ長調 作品82」

実 施 内 容

事 業 名
ハイメス創立30周年記念コンサート
(第７回オーケストラ・ワークショップ)

主 催 者
NPO法人北海道国際音楽交流協会(ハイメス)
理事長　藤田　久雄

事業分野／事業タイプ 文化／催事
平成30年4月1日～8月31日
札幌市



平成３０年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

〇 Final Ballet in  NITORI BUNKA HALL ～for the next stage～
日　時：９月２日(日)　開場15:30　開演16:00
会　場：ニトリ文化ホール（旧 北海道厚生年金会館/札幌市中央区）
第１部：ゲスト(海外、国内で活躍中のダンサー、振付家)による演目や
　　　　一流のゲストダンサー出演の演目を上演
第２部：眠りの森の美女 第３幕を札幌舞踊会・千田雅子主宰の監修のもと、
　　　　道内、市内のダンサーを中心にゲストを交えて上演

事 業 名 「北海道厚生年金会館」ファイナルバレエ

主 催 者
ファイナルバレエ実行委員会
実行委員長　石川　みはる

事業分野／事業タイプ 文化／催事
平成30年4月1日～10月20日
札幌市
ニトリ文化ホール



平成３０年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

　期間中４つのコンサートおよび公演を開催

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

(1)ダーラナシンフォニエッタ演奏会(札幌公演)
　９月20日　札幌市コンサートホールKitara小ホール（来場者数300人弱）
(2)ダーラナシンフォニエッタ・札幌フィルハーモニー管弦楽団合同演奏会
　９月23日　札幌市コンサートホールKitara大ホール（来場者数700人弱）
(3)ダーラナシンフォニエッタ当別公演（兼西当別小・中学校芸術鑑賞教室）
　９月21日　午前：西当別小学校公演、午後：当別高校公演
(4)スウェーデンの音楽文化紹介レクチャーコンサート(ワークショップ)
　９月19日　札幌市豊平館。30人定員
(5)表敬訪問、各種交流行事
　①表敬訪問　９月20日　10：00-12：00
　　ダーラナシンフォニエッタのカーリン・ホルダー事務局長と
　　エヴァ・エルドマンオーケストラマネージャーによる
　　札幌市役所、北海道庁への表敬訪問
　②交流行事・歓迎ウェルカムパーティー　９月18日　札幌パークホテル
　　実行委員会の主催でダーラナシンフォニエッタの来日歓迎レセプションを開催。
　　マグヌス・ローバック駐日大使も出席。
　③交流行事・フェアウェルパーティー　９月23日　札幌パークホテル
　　ダーラナシンフォニエッタと札幌フィルハーモニー管弦楽団の親善合同演奏会後に
　　実施。実行委員会メンバーも加わり100余人が参加。

事 業 名
日瑞外交関係樹立150周年記念
スウェーデン　ダーラナシンフォニエッタ日本公演事業

主 催 者
ダーラナシンフォニエッタ招聘実行委員会
実行委員長　横山　隆

事業分野／事業タイプ
文化･国際交流
／催事･招へい

平成30年7月1日～9月30日
札幌市、当別町



平成３０年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

〇ＳＡＮＴＡＬＡＮＤ×ともだちコンサート
開催日時：９月22日　前日リハーサル、合同ワークショップ
　　　　　９月23日　ＳＡＮＴＡＬＡＮＤ×ともだちコンサート
場所：広尾中学校体育館(広尾町並木通)

　広尾町開町150年を迎える平成30年度に、全道各地のジュニアジャズスクール生、
約130人が集結し、合同ワークショップやコンサートを実施。
　町内外から約250人が来場。

事 業 名 ＳＡＮＴＡＬＡＮＤ×ともだちコンサート

主 催 者
ＳＡＮＴＡＬＡＮＤ×ともだちコンサート実行委員会
実行委員長　石原　秀樹

事業分野／事業タイプ
教育・文化

／催事・招へい

平成30年4月1日～10月15日
広尾町
広尾中学校体育館



平成３０年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

１．北海道・台湾青少年オーケストラ国際親善演奏会
　日時：７月８日(日)　場所：旭川市民文化会館大ホール
　北海道内のジュニアオーケストラと台湾台北市大豐管弦樂團
　(Da-Feng Symphony Orchestra)との国際親善交流演奏会を開催
２．ヨハネス・フライシュマン　バイオリンリサイタル
　日時：10月17日　場所：旭川市大雪クリスタルホール音楽堂
　「日本・オーストリア外交関係樹立150周年」のプレイベントとして、
　音楽の都・ウィーンから奏者を招へい

 どさんこ青少年オーケストラ協会創立５周年記念｢北海道内ジュニア
 オーケストラと海外アーティストによる国際音楽交流事業｣

平成30年4月1日～31年2月15日
旭川市

事 業 名

主 催 者
一般社団法人どさんこ青少年オーケストラ協会
代表理事　助乗　慎一

事業分野／事業タイプ
教育･文化･国際交流

／催事･招へい



平成３０年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

〇micelle 結成５周年・若手舞踊家育成及び現代ダンス普及事業
　「サッポロ・ダンスボート・プロジェクト」
　開催日時：８月９～14日
　会場：札幌資料館研修室（公演、小学生ワークショップ）、
　　　　扇谷記念スタジオ（公演リハーサル、オープンワークショップ）他
　内容：京都の先鋭的ダンスカンパニー、モノクロームサーカス（坂本公成、森裕子）を
　　　　構成、演出、振付に、音楽には札幌在住のピアニストで現代音楽家の向山千晴を
　　　　迎え、micelleと選抜で選ばれた若手アーティスト（小田川奈央、大森弥子、
　　　　リンノスケ、堀尾健二、谷詰翔太）合計10人の出演者による滞在制作を行い
　　　　（8/9-11）、最終日（8/12）に札幌資料館で成果発表公演を開催した。
　　　　8/10-11、8/13-14には一般参加者および札幌市西区福井の学童保育所
　　　　「えぞりすクラブ」の児童を対象としたダンスワークショップを開催した。

事 業 名
micelle 結成５周年・若手舞踊家育成及び現代ダンス普及事業
「サッポロ・ダンスボート・プロジェクト」

主 催 者
micelle(ミセル)
櫻井　ヒロ

事業分野／事業タイプ 文化／催事・招へい
平成30年4月20日～10月31日
札幌市



平成３０年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

札幌公演より

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

〇公演会場・日程
【札幌】７月４～８日、ターミナルプラザことにパトス
　　　　ゲスト＝イシハラノリアキ、隅田健太郎、松本直人
【大阪】８月31日～９月２日、in→dependent theatre 1st
　　　　ゲスト＝二朗松田、後藤ひろひと、川下大洋、加藤智之、青木道弘
【東京】９月29日～10月３日、こまばアゴラ劇場
　　　　ゲスト＝上西郷太、紺谷昌充、浅海タクヤ、早野美沙、中山朋文
〇備考
　久々に顔を合わせた「加害者家族」をモチーフにした会話劇の上演。
　東京・大阪での公演時のみ、一人芝居を併演

事 業 名 ｙｈｓ結成20周年記念公演 其の弐「きつい旅だぜ」ツアー

主 催 者
ｙｈｓ
代表　細田　洋介

事業分野／事業タイプ 文化／催事・派遣
平成30年4月1日～11月10日
札幌、大阪、東京



平成３０年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

　当財団はこれまで北方圏における文化交流の促進を目的に、2010年にはA.P.チェーホフ
記念サハリン国際舞台芸術センターと協定を結び、演劇による相互交流を行ってきた。今
回、在ハバロフスク日本国総領事館の招へいを受け、ハバロフスクのトリアーダ劇場で文
化交流事業を行うことになった。
　この交流事業は平成28年にロシアのプーチン大統領が日本を訪問した際、平成30年を
「日本におけるロシア年」「ロシアにおける日本年」とすることで政府間合意が成立し、
その一環として実施された。
　北海道と地理的にも近いロシアとの交流を深めるとともに、今後の両国における地域間
交流の懸け橋となることを目的に、当団が運営する扇谷記念スタジオ・シアターZOOの企
画として、平成28年に初演し、翌年の札幌国際芸術祭公式プログラムに選ばれた北海道発
コンテンポラリーダンス「raprap」（rapはアイヌ語で翼）を「raprap スピンオフ」とし
てワークショップと公演を行った。
　団長・講師：斎藤歩(北海道演劇財団 常務理事・芸術監督)
　出演者・講師：八谷麻衣(アイヌで伝承歌ヴォーカルグループ｢マレウレウ｣メンバー)､
　　八幡巴絵（ムックル奏者、アイヌ民族文化財団)、東海林靖志(ダンサー)、
　　菊澤好紀(同)　照明：秋野良太(祇王舎)
　劇場：トリアーダ劇場（90席）
　内容：ワークショップ11月9-10日、対象：トリアーダ劇場劇団員
　公演：11月9日19時、10日18時　観客数２日間180人

事 業 名
日本におけるロシア年・ロシアにおける日本年
北海道150年記念･日ロ青年交流事業「raprapスピンオフ」

主 催 者
公益財団法人 北海道演劇財団
理事長　秋山　孝二

事業分野／事業タイプ
文化・国際交流
／催事・派遣

平成30年11月6日～11日
札幌市
ロシア・ハバロフスク



平成３０年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

WEBでのイベント案内

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

〇とまこまいコスプレフェスタ2018「ザンギスピンオフの会」
日時：11月３日12時より　会場：鶏から屋（苫小牧市住吉町）
　北海道の食の魅力を再認識し、今後のさらなる可能性を模索するべく、現状の把握と今
後の展望等を参加者に知ってもらうきっかけの場とした。様々な食の分野のインフルエン
サ―によるパネルディスカッションを開催した。
　北海道の食の魅力を再認識し、今後の更なる可能性を模索するべく、現状の把握と今後
の展望等を参加者に知って頂くきっかけの場とした。
パネリスト：有野いく氏（からあげアイドル）、堀口哲行氏（新文化経済振興機構）、
　　　　　　森司央氏（札幌大盛博物館）
ファシリテーター：金井英樹（北海道ザンギ連盟）
【参加者数】  88人

 平成30年4月15日～31年2月28日
 苫小牧市
 鶏から屋

事 業 名 北海道ソウルフードカーニバル2018

主 催 者
北海道ザンギ連盟
顧問　矢橋　潤一郎

事業分野／事業タイプ 文化／催事



平成３０年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

講演会

祝賀会

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

　本年は日瑞国交樹立150周年の佳節であり、本事業で駐日スウェーデン大使を招き記念
講演会他を実施した。北海道国際交流・協力総合センターとの共催
１．平成30年度第２回北方圏講座　11月27日、ホテルモントレエーデルホフ札幌
　・マグヌス・ローバック駐日スウェーデン大使による講演
　・演題「この１年、日瑞国交樹立150周年記念事業を振り返って」
　（内容＝日本全国で実施された数々の記念事業を振り返り、2018年以降の未来の
　　国際交流の在り方、テーマを共に考えよう）
２．記念祝賀会　11月27日、ホテルモントレエーデルホフ札幌
　・来賓あいさつ＝ローバック駐日大使、浦本元人北海道公営企業管理者、
　　町田隆敏札幌市副市長
　　乾杯＝今井靖雄枝幸町副町長　乾杯(締め)＝増輪肇当別町副町長
　　スウェーデンポップス＝ナツキ・ボーカルグループ
　　講演＝「ストックホルム大雪像制作の舞台裏」高木英紀講師

事 業 名 北海道スウェーデン協会創立40周年記念講演会事業

主 催 者
北海道スウェーデン協会
理事長　横山　隆

事業分野／事業タイプ
文化・国際交流
／催事・招へい

平成30年7月1日～11月30日
札幌市
ホテルモントレエーデルホフ札幌



平成３０年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

〇「第４回　国際ユースフォーラム・札幌大会」（北海道日米協会主催、北海道国際
交流・協力総合センター共催、在札幌米国総領事館後援、伊藤組100年記念基金助成）
（１）国際ユースフォーラム・札幌大会　11月４日(日)13：30～17：30
　場所：京王プラザホテル札幌３Ｆ「扇の間」
　講演会「日米の多文化共生社会について考える」（英語）＆グループ討論
　ニューヨーク・タイムズ東京支局長のモトコ(素子)･リッチ氏を講師に、次世代に
　つなぐ未来の日米両国の文化交流推進と相互理解を深める講演会を開催。
　米国総領事館のレイチェル・ブルーネット・チェン首席領事らも参加。
　グループ・ディスカッション：
　テーマ「ハーフを取り巻く日本の社会の現状と多文化共生の意義について」
　北海道インターナショナル・スクールのほか札幌市内の高校、大学に通う生徒、
　大学生と協会員が、いかにすれば多様な価値観を受け入れることができるかについて、
　自由闊達で熱の入った意見交換を行った。
（２）歓迎会/講演会　11月４日(日)18：30～20：30
　場所：京王プラザホテル札幌３Ｆ「雅の間」
　演題：「日本の多文化共生時代の日米関係」
　83人の協会メンバーが参加して、今後の日米友好親善の交流を深める機会が持てた。

事 業 名
北海道日米協会「北海道命名150年
北海道マサチューセッツ姉妹州国際ユースフォーラム」他事業

主 催 者
北海道日米協会
会長　伊藤　義郎

事業分野／事業タイプ
教育･文化･国際交流

／催事･招へい

平成30年10月4日～11月14日
札幌市
京王プラザホテル札幌



平成３０年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

〇五十嵐威暢氏の展覧会に付帯して、一般向け・子ども向けの関連事業を行った。
1．アーティスト・トーク（10月13日）および展覧会図録の出版
　展示室内で五十嵐氏にこれまでの歩みの振り返りと作品について語ってもらう。
　会期中に展覧会図録を出版。
2．対談　五十嵐威暢×原研哉（11月17日）
　グラフィックデザイナーの原氏と五十嵐氏の創作活動を振り返る。
3．ワークショップ(一般向け)「あそびから始めよう‐カッティングシート」（11月4日）
　耐熱ガラスに透光性のあるカッティングシートを貼り付けて、ステンドグラス風の
　キャンドルホルダーを作る。講師は五十嵐氏。
4.ワークショップ(子ども向け) 「あそびから始めよう‐500種類の紙」（11月3日）
　質感や色の異なる紙「500種類の紙」を使って、ゆらゆら揺れるモビールを作った。
　モビールの先端には五十嵐氏の作品「こもれび」のかけらを使用。講師は五十嵐氏。

事 業 名 五十嵐威暢の世界展　関連事業

主 催 者
公益財団法人 札幌市芸術文化財団
理事長　秋元　克広

事業分野／事業タイプ
教育・文化

／催事・招へい

平成30年7月1日～12月25日
札幌市
札幌芸術の森美術館



平成３０年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

2018年６月：予定していた「大会英文ＨＰ開設」、「登録受付開始」
８月：ICOM京都大会2019準備室を訪問、取組の企画内容について概ね了解を得る。
　　　ＰＲ活動（サーキュラー配布等）
９月：ICOM京都大会2019プレイベント「ICOM舞鶴ミーティング2018」での
　　　第１回サーキュラー配布
10月：ICOM国際委員会年次大会等でのＰＲ(サーキュラー配布)
11月：大会ＨＰ(英語・日本語)の立ち上げ、運用(予告)開始
　　　｢ICOMフォーラム(スアイ・アクソイICOM会長)」でのＰＲ(サーキュラー配布)
　　　｢世界津波博物館会議」でのＰＲ(サーキュラー配布)。いずれも東京国立博物館
12月：｢ICOM-ASPAC（国際博物館会議アジア太平洋地域連盟）日本会議2018」
　　　九州国立博物館でのＰＲ(サーキュラー配布)。
2019年１月：サーキュラー増刷発注、納品
２月：｢アーティスト・イン・レジデンス」「西日本自然史系博物館ネットワーク総会」
　　　｢ちいさいとこサミット」「九州産業大学国際シンポジウム」
　　　でのＰＲ(サーキュラー配布)

事 業 名

主 催 者
伊達洞爺湖ミュージアム地域振興プラットフォーム
委員長　石森　秀三

事業分野／事業タイプ
文化・産業／

研究調査・その他

平成30年5月1日～2月20日
室蘭市、京都府
大阪府、福岡県

世界博物館大会2019 ポストカンファレンス国際交流促進支援事業



平成３０年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

主　　催：恵庭クラシックバレエ合同公演実行委員会
構成団体：市内バレエスタジオ３団体および恵庭市文化協会
後　　援：恵庭市、恵庭市教育委員会
期　　日：平成31年３月24日　開場13:30　開演14:00　会場：恵庭市民会館大ホール
内　　容：中央より振付師、ダンサーを招き実施
　　　　　第一部　各教室のコンサート
　　　　　第二部　３団体による「くるみ割り人形」を実施
　　　　　　　　　２時間30分の舞台を作り上げた
入 場 者：定員800人を超え、立見席を設けるなど盛況を博した

事 業 名 恵庭市文化協会創立45周年記念　恵庭バレエスタジオ合同公演

主 催 者
恵庭バレエスタジオ合同公演実行委員会
実行委員長　高橋　正彰

事業分野／事業タイプ 文化／催事・招へい
 平成30年5月26日～31年3月31日
 恵庭市
 恵庭市民会館


